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年間３０回開催されました。歌、ダンス、リトミック、音楽を使った工作や紙芝居などを取り入れたプログラムに

なっています。耳に馴染んだ童謡やクラシックだけでなく、ジャズ、タンゴ、ロック、Ｒ＆Ｂ、ヒップホップなどグ

ローバルなリズムやメロディを使い、親子でふれあいながら楽しい時間を過ごします。  
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親子教室 ふれあいミュージック 

■ 実施日 通年 

■ 場所 愛・地球博記念公園 地球市民交流センター 

■ 定員 14組 

■ 対象者 2ヶ月から2歳までのお子様とご家族 

■ 参加費 100円 

■ 参加人数 のべ1,012名（２017年４月～2０18年３月） 

■ 講師 フィール・ザ・ワールド登録講師 

親子教室ふれあいリトミック：親子が音楽に合わせて身体を使いながら一緒に楽しく過ご

す機会を提供する。 
  目的 

平松 貴美子 

昨年度は、皆様のご協力ご支援のお陰をもちまして、無事１５事業を実施することがで

きました。心からお礼申し上げます。 

平成２９年度は、継続の１３事業に加え、地域育成事業として三重県桑名市で開催さ

れることになった「桑名グローバルプロジェクト」が新たに加わりました。㈱mpi松香フォ

ニックス研究所の創設者である松香洋子先生が、桑名市教育委員でいらっしゃることが

ご縁で発足しました。主催者として「桑名子ども英語コンテスト実行委員会」を団体内に

設置し、桑名市教育委員会との共催という大きな事業です。１１月に「子ども英語コンテ

スト」を開催することを前提とし、土曜英語クラスにおいて、コンテストに出場する子ども

たちを育てるのと同時に、その審査員までも育成するプロジェクトです。 

地の利を得ない状況の下で、新組織の構築や連携および運営には多少の不安もあ

りましたが、桑名市の関係各位のお力と当団体の力を結集させて、２０１８年５月２６日

に第１回目の船出を迎えることが出来ました。地域の総力で子どもたちを育成するプロ

ジェクトに関われたことは、大きな喜びです。 

「グローバル社会に対応できる人材育成」という団体理念は、地域の中に広がりつつ

あります。共感いただいた喜びを力に、更なる充実を誓う年度末となりました。皆様のご

支援に心からの感謝を申し上げ、ここに平成29年度の事業報告をさせていただきます。 



 

 

年間１７回開催されました。ネイティブの先生による初心者向けの教室です。一方的に講師の説明を受講す

るスタイルではなく、会話を重視した内容なので、楽しみながら自然に実践的に身につく、と好評です。 
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マザーグースに集う 

活 動 報 告 

大人の英会話 

■ 実施日 通年 

■ 場所 愛・地球博記念公園 地球市民交流センター 

■ 定員 17組 

■ 対象者 2歳以上(未就学児まで)のお子様とご家族 

■ 参加費 100円 

■ 参加人数 のべ556名（２017年４月～2018年３月） 

■ 講師 フィール・ザ・ワールド登録講師 

マザーグースに集う！：英国で昔から親しまれてきたマザーグースの音楽と親しみなが

ら、親子で楽しむ時間を提供する。 
  目的 

■ 実施日 通年 

■ 場所 愛・地球博記念公園 地球市民交流センター 

■ 定員 各日15名 

■ 対象者 どなたでも 

■ 参加費 500円 

■ 参加人数 のべ150名（２017年４月～2018年３月） 

■ 講師 フィール・ザ・ワールド登録講師 

大人の英会話：英会話に興味のある方々が、外国人講師によるコミュ二カティブな授業で

英会話力を磨く。 
  目的 

年間１８回開催されました。英国で昔から親しまれてきたマザーグースの歌を中心に、手遊びや絵本などを

通して、遊びながら英語に親しみました。外国人講師とバイリンガル講師の作り出す、温かで明るい雰囲気

が、人気となっています。 



 

 

北名古屋市 土曜英語教室 

び、楽しみながらたくさんの英語に触れることができま

した。 

 この事業は、北名古屋市教育委員会の「児童生徒英語

力推進事業」として当団体が委託を受けており、４３名の

講師、支援員、スタッフがこの事業をサポートしています。 

昨年度までは小学校３・４年生対象でしたが、今年度より

対象を小学校２・３年生に下げて、市内１０校区の児童館

で開催されました。この事業は「英語は英語で指導する」

をモットーに、英語のみを話す講師と支援員がペアで子

どもたちを教えます。各クラス２０名定員で、平均して１０

～１５名の児童が英語学

習の導入を学びました。 

 授 業 時 間 は ４ ０ 分 で、

歌・ダ ン ス・ゲ ー ム を 使

い、集中力が途切れがち

な子どもたちも集中できる

よう、様々なアプローチで

展開しました。出席シー

ルを渡す時も児童とのや

り取りを大切にし 、“Sticker, please”、“Here you are”、

“Thank you”のフレーズを毎回使うなど、なるべく多くの

英語を話す機会を創出し無理なく英語を話せるようにし

ています。また、今年度より対象学年が下がったため、

指示板を手作りし、絵カードを多く使うことによって、「わ

からない英語」を視覚でもわかるようにしました。参加し

た子どもたちは単語の正しい発音や基本フレーズを学

■ 実施日 201７年5月～2018年3月 

■ 場所 北名古屋市内全10児童館 

■ 対象者 北名古屋市在住の小学2・3年生 

■ 参加費 7,200円  

■ 参加人数 238名 

■ 指導 フィール・ザ・ワールド登録講師及び支援員 

北名古屋市内の小学校全１０校区において、学校がない土曜日に、地域の受け皿を地

域の住民が作ることを目的とした事業。本市は小学校高学年で外国人指導助手による

英語の授業があることを受け、２・３年生を対象に１回４０分程度の英語学習を２０回実

施した。英語の音声や文字に慣れ親しむことを活動の中心に置く。 

 目的 

 Hello! 

（参加費：5,000円、教材費：1,600円、 

          保険代：600円）  

ダンスと歌で英語を覚えます 英語のかるたで大盛り上がり 
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２０１７年７月２８日 
北名古屋市民 

タイムズ紙 
掲載 



 

 

大阪英語村英語研修ツアー 
Osaka English Village 

 
■ 実施日 2017年6月4日（日） 

■ 場所 オオサカイングリッシュビレッジ 

■ 対象者 小学校２年生以上 

■ 参加費 一般 15,800円 /会員14,800円 

■ 参加人数 26名 

アメリカをテーマに、英語を楽しみながら学ぶ、体験型英語教育施設「オオサカイングリッ

シュビレッジ」で生きた英語に触れ、自ら話す機会を作る。 ネイティブスピーカーとともに

一日を過ごすことで、英語を体験的に学ぶ機会を提供する。 

 
 目的 
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「絵本の中の『アメリカ』」がテーマの体験型英語教育施設

「大阪英語村Osaka English Village(OEV)」で、英語を楽しみ

ながら学びました。館内には、アメリカの日常や歴史、文化

をテーマにしたシチュエーションルームが全部で２３種類あ

り、英語ネイティブのインストラクターとともに、テーマに

沿った内容で実践型日常英会話の体験をしました。 

 館内でランチを食べた後は、パスポートを持って施設内

のブースをまわりました。まずは海外旅行最初の関門と

なる｢エアポート｣。イミグレーション（入国管理局）では、

“Passport, please.” “Here 

you are.”。パスポートを見

せた後、訪れた目的や滞

在期間などのやりとりを

し ま し た。｢ ダ イ ナ ソ ー・

パーク｣では考古学者に

なりきって化石堀り。子ど

もたちは、“I can dig!”、“I 

found a bone.”などの英

語表現を学びました。そして普段は縁のない「警察署」で

は、牢屋（Jail）で記念撮影。自分の指紋を採取して、サン

プルの指紋を当てはめたり、“Rock,  paper,  scissors, 

1,2,3”と英語でのじゃんけんをして

脱出するゲームなどをしました。クッ

キングの部屋では、アメリカの子ど

もたちのランチの定番ピーナッツバ

ター＆ジャムサンドイッチを作りまし

た。作る時に使う“Spread”、“Cut”、

“Decorate”などの単語を学び、皆で

おいしくいただきました。その他にも

放送局、飛行機の機内、ポストオ

フィス、レストランなど、全てのア

クティビティをオールイングリッ

シュで体験することができまし

た。 

 プログラムはレベル別になっ

ており、どの参加者も集中して

指示を聞き、真剣に活動をして

いました。｢また来

たい！｣「とても楽

しかった」という声

が多く聞かれる事

業でした。 

第2回 

入国管理局でチェックイン 

ダイナソーパーク 

“Jail”から脱出できるかな？ 

クッキング 

 真剣に説明

をききます。 
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トップセミナー 
～グローバルな子どもの育て方～ 

■ 実施日 2017年7月9日（日） 

■ 場所 カネジュービル5階 第5会議室 

■ 参加費 一般 1,000円 /会員 500円 

■ 参加人数 40名 

■ 講師 松香 洋子氏（株式会社 mpi松香フォニックス 会長） 

｢英語でコミュニケーションができ、国際的なマナーを身につけた子どもを育てること」を

モットーに、３８年にわたり児童英語教育の普及に貢献されてきた松香先生の話を聴き、

子どもの早期英語教育に活かす。  

日本の英語教育の第一人者である、株式会社 mpi松香

フォニックス創設者の松香 洋子氏をお招きし、国際的な

マナーを身につけたグローバルな子どもの育て方につい

て、ご講演いただきました。 

 「グローバルな子どもとは、どういった子どもなのか」と

いう問いかけでは、学習面・精神面・生活面で自立してい

ることや、｢一芸がある、愛嬌がある、自分の意見が言え

る、質問ができる｣ことが大切とのことでした。 

 本題の｢グローバルな子どもを育てるにはどうするのか｣

では、これからの子どもに求められる能力は思考力・判

断力・表現力であり、それを身につけるために、保護者、

指導者、教育者が出来ることの例を挙げていただきまし

た。海外で行われている５つのプロジェクトを参考に、日

本ではどのような指導をすればいいのかを話してください

ました。 意見を言う姿勢を学んでいくことが必要で、簡単

な英語でも少しずつ答えていくことが大切であること、ま

た、今後の指導に活かせるヒントもたくさんいただきまし

た。講演後に先生を囲んでの質問タイムもあり、松香先

生の意見を直接うかがうことのできた、とても満足度の

高いセミナーでした。 

 瞬く間の２時間で、英語教育や国際理解に興味のある

参加者にとって、松香先生のお話を聞く事は貴重な体験

となりました。 

第８回 

 
 目的 

講師 
松香 洋子氏 

お話に熱心に耳を傾ける参加者 

松香氏のお話 

松香氏との茶話会 



 

 

オールイング リッシュキャンプ  
in 奥越高原 

第６回 
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■ 実施日 2017年7月27日（木）～7月29日（土） 

■ 場所 福井県立奥越高原青少年自然の家 

■ 対象者 小学校3年生以上 

■ 参加費 一般 35,000円 / 会員 32,000円 

■ 参加人数 28名 

福井県の山深い自然の中で、子どもたちに英語を話す必要がある環境を設定し、英語を

使って３日間過ごす場を作る。外国人講師や他地域からの参加者同士がさまざまな活動

を一緒に行うことで、社会のルールを守る大切さや、コミュニケーションの基本を学ぶ。 

今年度も福井県大野市にある奥越高原でキャンプを行い

ました。１日目のEnglish Fun Timeでは、4つのチームに分

かれて、自己紹介で緊張をほぐし、チームのお友だちの

名前を覚えることから始めました。 初めは声の小さかっ

た子からも、徐々に大きな声が聞こえてくるようになりまし

た。 

 ２日目の午前中は、ネイチャーウォークラリーでチーム

に分かれて自然の中を探索しました。都会ではなかなか

味わうことのできない素晴らしい自然の中

で、山の水に触れたり、葉っぱでお面を

作ったりなど、自然に触れる遊びを沢

山しました。子どもたちが自分たちで

道を探すことは、自主性を促すこと

にもつながりました。午後は“English 

Fun Time”。英語を使ってさまざまな

ゲーム、ダンスや歌で楽しい時間を

過ごしました。“Circle Lap Sit”という、

みんなでお友だちのひ

ざの上に座るゲームで

は、大いに盛り上がりま

した。２日目の夜は、毎

年恒例のキャンプファ

イヤーを楽しみました。

自然探検では色々なものを発見 森の中をみんなで探検！ 一番人気の魚つかみ 

 
 目的 

シニアキャンパーがトーチで点火をすると、大きな炎で夕

暮れ時の空間が明るくなりました。キャンプソングを歌

い、前日から練習してきたチームチアリングを披露しまし

た。どのチームも独走的で楽しいものが出来上がり、参

加者たちの団結力もさらに強まりました。欧米のキャンプ

でお馴染みの“S'more”は今年も子どもたちに大好評。今

年も“Yummy!”の声を沢山聞くことができました。 

 ３日目の魚つかみでは、命を頂くことの大

切さを教えてもらい、苦労して取った魚を

自分でさばき、焼いて食べました。ふだん

魚を手で触ることのない子どもたちは魚

つかみに夢中になっていました。 

 今年もシニアキャンパーが先生のサポート

をし、みんなのリーダーとなり

活躍してくれました。先生たち

から感謝状を渡された後、他

の参加者の前で、堂々と物怖

じせず英語でスピーチするこ

とができました。「来年はシニ

アキャンパーになりたい！」と

いう参加者の良いロールモデルとなったことと思います。３

日目を終えた子どもたちの笑顔は、とても輝いていまし

た。 



 

 

■ 実施日 2017年8月9日（水）～11日（金） 

■ 場所 福島県 ブリティッシュヒルズ 

■ 対象者 北名古屋市在住の中学生 

■ 参加費 50,000円  

■ 参加人数 23名 

中学校で学んだ英語の知識や技能を、実際の英語が話され

ている環境で聞いたり話したりする体験をする。そのことによ

り、自律した学習者を育て、積極的に英語を使おうとするモ

ティベーションを高める。 

 

 目的 

北名古屋市 

ブリティッシュヒルズ 中学生英語研修ツアー 
第３回 
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マナーの違いがよくわかりました。盛り沢山のプログラムを

終えてのジャーナルライティングでは、｢たった１日でこんな

に英語が聞けるようになった！｣との声を聞く事ができまし

た。３日目は朝食時から、オールイングリッシュで過ごす

ことを約束し、その目標に向かって一丸となって努力する

ことができました。ジェ

ルキャンドル作りと、

クッキングでスコーン

を焼くクラスの２つに

分かれての選択実習

で、全てのプログラム

を終えました。 

 最後のクロージング

セレモニーでは笑顔が

あふれ、一人ひとり達

成感を感じながら、帰

路につきました。ブリ

ティッシュヒルズ滞在と

いう100％英語の環境

の中で学んだこの研

修が、今後に活きてく

ることを願っています。

英 語 学 習 へ の 次 の

きっかけになっていた

ら嬉しいです。 

北名古屋市在住の中学生が、福島県にあるブリティッ

シュヒルズで「パスポートのいらない英国留学」を体験し

てきました。英語でチェックインした後、オリエンテーション

を受け、イギリスの雰囲気漂うマナーハウス（領主の

邸 宅）の 見 学 を し ま し た。初 日 の レ ッ ス ン で は、

Pronunciation Skills （発音）をしっかり学びました。夕食後

はプール、ジム、パブの中から好きな場所を選んで行く、

お楽しみの時間もありました。夜は一日の振り返りと

ジャーナルライティング（日記）。英語で文章を考えて書く

ことはなかなか難しいものですが、みんな苦労しながら一

生懸命書いていました。研修２日目は、２つのグループに

分かれてWorld of Food（世界の

食べ物）  、Talk  about  Yourself

（自己紹介）、Dance（ダンス）の３

種類のレッスンを受講しました。

レッスン後は、“Tuck Shop”と呼

ばれる英国の学校に必ずある購

買部で、英語での買い物に挑戦

しました。レセプションで日本円を

施設内の特別通貨（British Hills 

Pond）に両替し、英語ののショッピ

ングを体験しました。２日目の夜は英国式テーブルマナー

を学びました。男子はシャツにスラックス、女子はワンピー

スやブラウスにスカートを着てのディナーを経験。テーブル

マナーの説明は日本語だったので、フランス式と英国式の

スコーン作り 学習プログラム “Tuck Shop”でお買いもの 

２０１７年１０月１３日 
北名古屋市民タイムズ紙 掲載 



 

 活 動 報 告 
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北名古屋市 

イングリッシュキャンプ 
第３回 

■ 実施日 2017年8月28日（月）～8月29日（火） 

■ 場所 福井県立三方青年の家 

■ 対象者 小学校3年生~6年生、北名古屋市在住者 

■ 参加費 15,000円  

■ 参加人数 30名 

家庭や地域を離れ、仲間や外国人指導者と英語でさまざまな体験活動を行う中で 

コミュニケーションへの積極的な関心・意欲・態度を育てる。 
  目的 

 夕食後はいよいよキャンプファイヤーです。仲間と協力

しあい、炎を囲んでキャンプソングを歌ったり、チキンダン

スを踊って楽しみました。一日の最後は、英語の絵本の

読み聞かせタイムでした。それぞれの

部屋で先生が英語の絵本を読んでく

れ、疲れていても興味津々の様子で

聞いていました。講師の工夫をこらし

た読み聞かせに惹きつけられていた

ようでした。 

 二日目は、朝から野外でカレーライ

ス作りました。チームごとに使う道具と

作る手順を決め、英語での指示を聞きながら、それぞれ

自分のできることを最大限にがんばりました。みんなで協

力して作ったカレーに｢美味しい！｣の声がたくさん聞こえ

てきました。今回のキャンプの締めくくりでは、２日間を振

り返って、作文を書きました。クロージングセレモニーでは

担当の先生に“Goos job!”“You did a great job!”と声をか

けてもらい、みんな嬉しそうでした。 それぞれ

が小さな成功体験を積んで達成感

を持てたこと

が、彼らの表

情 か ら 読 み

取れました。 

今年度で３回目となる北名古屋市小学生イングリッシュ

キャンプ。今年度は５３名の参加申込があり抽選となりま

した。厳選な抽選の結果、選ばれた３０名の子どもたちと

楽しい２日間を満喫してきました。 

 キャンプ場までのバスの中では、英語でキャンプソング

を歌ったり、レクリエーションをしながら楽しく時間を過ごし

ました。到着後はオリエンテーションを受け、それぞれの部

屋に入り、外国人講師から説明をうけてベッ

ドメーキングをしました。自分でシーツを

敷いたことがない子どもがほとんどでし

たが、二人一組になって上手にベッド

メークすることができました。部屋の準備

が整ったら楽しい“English Fun Time” の時

間です。初めての参加やひとりで参加してい

る子どもたちの緊張をほぐすために、英語を使いながらい

ろいろなコミュニケーションゲームをしました。チームでも

ゲームごとに競い合い、大いに盛り上がりました。体を動

かしながら英語を聞いたり話したりすることで、お互いにう

ちとけあい、英語にも早くなれていきます。“English Fun 

Time”の最後はチキンダンスをみんなで踊りました。チキン

ダンスは欧米で広く知られている、お祭りや学校などで踊

る楽しいダンスで、一度の説明ですぐに覚え、歓声があが

るほど盛り上がりました。 

カレーライス作り キャンプファイヤー English Fun Time 



 

 

長久手市 

土曜日に英語で遊ぼう 

活動しました。４０分間の授業の中で数を数えたり、英会話

たいそうなどを行っていくうちに、初めは緊張していた参加

者も、次第に積極的になり、楽しそうに活動する姿を見るこ

とができました。活動後に行ったアンケートで、｢楽しかった｣

と答えてくれる参加者がほとんどだったことからも、楽しく英

語に親しむことができた様子がうかがえました。 

長久手市在住の１～４年生を対象に、公民館で英語教室を

実施しました。昨年度は１クラスだった１・２年生のクラスが

２クラスに増え、３・４年生は１クラスの合計３クラスで実施。

各クラス２０名の満席となり、熱心に英語学習の導入にとり

くむことができました。１・２年生は体を使った英語のゲーム

や歌、３・４年生はチャンツや英会話たいそうなどを中心に

■ 実施日 2017年9月2日～12月23日 

■ 場所 長久手市公民館 

■ 対象者 長久手市在住の小学1年生～4年生 

■ 参加費 無料   

■ 参加人数 60名 

■ 指導 フィール・ザ・ワールド登録講師及び支援員 

小学校高学年で外国人指導助手による英語の授業があることを受け、学校がな

い土曜日に、1年生から４年生を対象に１回４０分程度の英語学習を全８回実施。

英語の音声や文字に慣れ親しむことを活動の中心に置き、英語を学ぶ機会を提

供する。 

 目的 

親子参加DAYに親子で “Rock, Sciｓsors, Paper” 

体を使って英語のフレーズを覚えます 
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最後にCertificateをもらって、良く出来ましたのハイタッチ 

｢Let’s Play動物で遊ぼう｣のゲーム 
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■ 実施日 2017年10月15日（日） 

■ 場所 北名古屋市総合体育館２階多目的ホール 

■ 対象者 北名古屋市在住の小学生以下の子どもとその保護者 

■ 参加費 500円（3歳以上） 

■ 参加人数 209名 

アメリカの文化である「ハロウィーン」を題材にして、異文化を知り、学ぶことの楽しさを体

験する機会を作る。オールイングリッシュの環境で、さまざまな体験活動が実施されるこ

とに対して慣れ親しむことを目的とする。 

 
 目的 

今回の｢北名古屋えいごでハロウィーン｣は、モンスタース

クールをテーマに、１部は園児と小学１・２年生を対象に、

２部は小学３～６年生を対

象に開催されました。モン

スタースクールの授業に

見たてた３クラスのアク

ティビティを楽しみました。 

 まずはクラス分け。参加

者がタッチパネルの手形

に 触 る と、ク ラ ス

（Lightning、Moon、Flame）の１つが自分のクラスとして画

面に表示されます。クラス分けの後、それぞれ会場内の３

つの教室に入ったら、算数、家庭科、理科の３つの授業

の始まりです。１時間目：算数はBingo（ビンゴ）。小学生

は計算式を解きながらの少し複雑なビンゴに挑戦しまし

た。２時間目：家庭科。みんなでPotion（魔女の魔法の薬）

を作りました。サイコロを振ってお鍋に入れる材料をみん

なで選び、コウモリ、パンプキン、目玉、ジャコランタンな

どの材料を入れて先生がお鍋をかき混ぜると、ドラゴンの

炎や魔女の涙など不思議なものが出来上がりました。３

時間目：理科。My Monster（自分だけのモンスター）を作

りました。ふくわらいのハロウィーンバージョンで、幼児は

台紙に目、鼻、口などのパーツを貼ってマイモンスターを

作成。小学生はサイコロを振ってパーツを選び、グループ

で一つ大きなモンスターを作りました。鼻が３つもあるお

かしなモンスターができあがり、盛り上がりました。授業と

授業の間の休み時間には、ハロウィーン体操やハロ

ウィーンじゃんけんをして、からだを動かしリフレッシュし

ました。  

 授 業 後 は、先 生 か ら

Certificate  Card（修 了 証）を

受け取り、“You did a great 

job”「よくがんばったね」と声

をかけてもらいました。今年も

大勢の子どもたちが参加して

くださり、楽しそうな顔を見る

ことができました。 

えいごでハロウィーン2017 

モンスタースクール 
第３回 

クラス分け 

 

Great 

Job!! 

１時間目 

算数 
（Bingo） 

休み時間 

ダンス 
（Dance） 

３時間目 

理科 
（My Monster） 

２時間目 

家庭科 
（Potion） 



 

 

毎年好評のハロウィーンキャンプ。今年は初参加者の多

い年でしたが、楽しいキャンプとなりました。まずはオリジ

ナルパスポートを受け取り、オリエンテーションとアイスブ

レイキングで緊張をほぐします。Halloween  Stompや

Penguin Danceは初めて導入したダンスでしたが、リズム

もよく、すぐに覚えられるので子どもたちに大人気。参加

者同士が、すぐに打ち解けることができました。夕食後は

ハロウィーンの醍醐味、Trick or Treatingでとても盛り上

がりました。今年は天気が悪かったため、室内で行いまし

たが、外と同じように楽しむことができました。ファッション

ショーではそれぞれ用意してきたユニークなコスチューム

に身をつつみ、上手にポーズをとることができました。 

12 

イングリッシュ 
ハロウィーンキャンプ 

第７回 

■ 実施日 2017年10月21日（土）～10月22日（日） 

■ 場所 愛知県美浜少年自然の家 

■ 対象者 小学校2 年生以上 

■ 参加費 一般 28,000円 / 会員 26,000円 / シニアキャンパー 24,000円 

■ 参加人数 43名 

愛知県知多半島の自然の中で、子どもたちに英語を話す必要がある環境を設定し、英語を使って

２日間過ごす場を作る。外国人講師や他地域からの参加者同士がさまざまな活動を一緒に行うこ

とで、社会のルールを守る大切さや、コミュニケーションの基本となる聴く力を養う。アメリカの文化

「ハロウィーン」を題材にして異文化を知り、学ぶことの楽しさを経験する。 

 

 目的 

Game Carnival 

 ハロウィーンキャンプ２日目の前半は、ゲームカーニバ

ルです。アメリカのコインの種類について学んだ後で、英

語で説明を聞いて、ハロウィーンボウリング、パンプキン

ゴルフ、モンスターフィッシングなどのゲームを楽しみまし

た。ポイントをたくさんゲットして次のアクティビティで使う

コインを集めたり、稼いだコインを使ってアーケードで

ショッピングを楽しみました。“What's this?” “How much is 

this?”と英語を使いながら活動することができました。 

 今回は８人のシニアキャンパー（小学校５年生以上で今

までに２回以上キャンプに参加したことのある会員）が活

動をお手伝いしてくれました。はじめての参加者にも英語

でたくさん話しかけてくれました。 

Ice Breaking 

Trick or Treating 

Shopping Shopping 

 Trick or 
Treat! 
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■ 実施日 事前研修会 ： 2017年 12月９日（土） 

       2018年 1月20日（土）、2月10日（土）、3月11日（日） 

 事後研修会 ： 2018年4月8日（日） 

 事後報告会 ： 2018年4月15日(日) 

■ 場所 北名古屋市コミュニティーセンターホール 

■ 対象者 北名古屋市在住の中学生 

■ 参加人数 12名 

事前研修会：参加者の生徒が現地の知識を得る機会を提供し、現地の国や人々に対

し尊敬の気持ちを持って接することができるようにする。また、英語で生徒自身のこと

を伝えられるようにする。相手の言うことに反応できるよう、コミュニケーション能力の

基礎を養う。 

事後研修会：現地での体験を振り返り、まとめたものを発表する。報告書を作成し、成果

を確認する。 

 

 目的 

北名古屋市  中学生語学留学事業 

事前研修会・事後研修会・報告会 

事前研修会は、海外渡航の心構え、現地での英語学習の取り組み

方、英語の基礎力強化を目的に月１回実施しました。さらに今回は

通信講座を開設し、講師がひとり一人の英語力を把握し、ニーズに

応じた指導をメールで行いました。 

 研修では、参加者たちが相手の言うことに反応できるよう“Team 

Work Game”や”Basic  Expressions”

の英語のアクティビティでコミュニ

ケーション能力の基礎を学びました。

また、参加者たちは、グアム大学の

学生への質問や日記などの課題に

毎回取り組みました。 その他、参加

者がグアムの人々に対し尊敬の気

持ちを持って接することができるよう、現地の文化や歴史などの知

識を得、自分自身のことを英語で伝える練習しました。 

 事後研修会では、グアム研修を振り返り、発表するための準備を

しました。参加者それぞれが伝えるための方策を自ら考え、文章に

まとめ、事後報告会でそれを発表しました。保護者が見守る中、参

加者全員が堂々と報告、発表することができました。英語でも日本語

でも、自分の思いを伝える事の大切さを学び、実践した４か月。参加

者の表情は、充実感の笑顔に満たされていました。 

２０１８年４月１３日 
北名古屋市民タイムズ紙 掲載 

２０１８年１月２６日 
北名古屋市民タイムズ紙 掲載 

第２回 



 

 

北名古屋市  中学生語学留学事業 

事前研修会・事後研修会・報告会 

■ 実施日 2018年3月25日（日）～30日（金） 

■ 場所 アメリカ合衆国 グアム 

■ 対象者 北名古屋市在住の中学生 

■ 参加費 100,000円  

■ 参加人数 12名 

北名古屋市の中学生が英語圏であるアメリカ合衆国準州グアムへ留学し、英語を学ぶ

とともに国際人としての素地作りとして異文化に触れ、将来国際社会で堂々と、自己表

現ができるようなコミュニケーション能力の基礎を培う。 

 
目的 

北名古屋市 

中学生語学留学事業 

第２回 

１日目は名古屋から３時間半でグアムに到着しました。亜

熱帯気候独特の気候に驚いている参加者が多かったよう

です。２日目の午前は、在ハガッニャ

日本国総領事館での外交官である尾

形氏のお話を聞いたり、政府観光局で

の心がこもったおもてなしを受け、生

徒全員が感動しました。午後からのグ

アム島内一日観光では、調べたことを

参加者に伝えるガイドを分担して行い

ました。恋人岬、太平洋戦争国立歴史

博物館、アサンビーチ、ラッテストーン

公園など、島内の主な観光地を巡るこ

とができたのは大変有意義でした。 

 ３・４日目のグアム大学での英語の

授業では、レベルに合わせた

レッスンに取り組みました。カー

ディナス先生による、生徒の興

味関心を引き出すプレゼンテー

ションの練習は、アクティブラー

ニング形式の素晴らしい授業で

した。また、生徒の英会話練習の相手をしてくれる大

学生が常時４～５名、多い時間帯では８名ほど一緒

に時間を過ごしてくれたので、生徒の

英語を話したいという気持ちにつなが

り、どの生徒もアイコンタクトを取りな

がらのコミュニケーションを一生懸命頑

張りました。 

 研修５日目は、南部イナラハン・アガ

湾にあるプライベートビーチにある、松

林に囲まれた静かな海の小さな入り江

でカヤックを楽しんだり、ココナッツを割

り、ココナッツジュースの味見をしたり、コ

コナッツキャンディを作ったり、貴重な体験

をしました。 

 中学校で学んだ英語を、実際の英

語が話されている環境で聞き、話す

体験をすることによって、積極的に

英語を使おうとするモティベーション

が高まり、研修生の大きな自信へ

とつながりました。 

 一生懸命 勉強したよ！ 
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Kitanagoya 

Haruko 

政府観光局 
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第３回目の開催となる｢ママライフエキスポ２０１７｣。地域

のママたちが出店するエキスポに、手みやげ博が同時

開催されました。２０１７年３月に当団体より発行された

｢北名古屋手みやげ手帖｣掲載店を中心に、ご出店いた

だきました。当日は、この日にしか買うことのできない商

品やお値打ちな商品などを求め、１,０００人を超える方

にご来場いただました。｢手みやげ手帖｣制作の協力団

体ママライフデザイン研究所の主催事業に、市民協働

推進事業を引き継ぐ形で開催された事業として、とても

意義の深いものでした。 

桑名グローバルプロジェクト 土曜英語クラス 

ママライフエキスポ ２０１７ 
手みやげ博 

■ 実施日 2018年5月26日（土）～ 

■ 場所 桑名市役所 

■ 対象者 桑名市在住の小学５年生および中学２年生 

■ 参加費 無料  

■ 参加人数 57名 

■ 指導 NPO法人TEACH ・ 桑名アイ講師 

桑名市の小・中学生が義務教育の範囲で学ぶ英語学

習の成果がどのようなものであるかを保護者や地域の

皆様とシェアし、｢英語教育の見える化｣のために、桑名子ども英語コンテストを実施する。 

  目的 

■ 実施日 2017年 9月15日（金） 

■ 場所 北名古屋市文化勤労会館 

■ 参加費 無料 

■ 来場者数 約1,000名 

北名古屋市民の皆さまから寄せられた、市内で生産・販売している手みやげの情報をま

とめ、北名古屋市の魅力を発信した｢手みやげ手帖｣。手帳掲載商品を実際に展示、購入

できる場を提供し、北名古屋市の魅力を発信する。 

  目的 

11月11日に実施する「桑名子ども英語コンテスト」出場希

望者は、トークショークラスと桑名自慢クラスに分かれて

土曜日１２回の英語クラスで学びます。 

トークショークラスはNPO法人TEACHの講師の指導で、

グループを作って楽しい会話を作って演じる練習をしてい

ます。桑名自慢クラスは、桑名市の小学校で英語を指

導する講師の指導で、桑名の名所、旧跡、行事、名物を

英語で紹介する練習をしています。市外や海外の人た

ちが「桑名に行ってみたい！」と思ってくれるような発表

をめざしています。 
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住 所  世 代 別  

性 別  会 員 種 類 別  



 

 

■事務局■ 

愛知県長久手市岩作長筬15-2 
TEL & FAX （0561）67-1060 
E-mail ： info@feeltheworld.jp 

HP : www.feeltheworld.jp 


